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幼児の心理社会的効果に関する研究 
 
竹田 昌平1、橋川 恵介2、田中 利佳 1、一柳 達幸 1、新 友宏 3 
 
要旨 
文部科学省は、「幼児期運動指針」において「幼児にとって体を動かして遊ぶ機会が減
少することは、その後の児童期、青年期への運動やスポーツに親しむ資質や能力の育成の
阻害に止まらず、意欲や気力の減弱、対人関係などコミュニケーションをうまく構築でき
ないなど、子どもの心の発達にも重大な影響を及ぼすことにもなりかねない」１）と示され
ている。つまり、幼児期の運動は、身体的だけではなく、心理的、社会的にも非常に重要
な役割であるとされている。そこで、本研究では、2 歳前後からの乗車が可能とされるラ
ンニングバイクに着目し、ランニングバイクの乗車が、幼児に与える心理社会的効果につ
いて調査、考察を試みた。調査は、「はじめてのランニングバイク教室」に参加した 2 歳
～6 歳の計 112 名が対象とされた。その結果、ランニングバイクの乗車は、受容性に影響
を与えることが示唆された。これは、指導者から伝えられた内容を変化や抵抗をせずに、
その過程や状況を理解しようという行動がされており、幼児が、ランニングバイクに対し
て興味を抱き、もっと取り組みたいという心理状態であると考えられる。つまり、幼児に
運動の興味を抱かせる機会を作れるランニングバイクは、期待される運動効果も踏まえ、
幼児期の導入スポーツとして、有効で適切であると考えられる。 
 
キーワード 
ランニングバイク,幼児期運動指針,心理社会的効果,運動遊び,ストライダー 
 
１．緒言  
文部科学省は、近年の子どもの体力 (「走る」「跳ぶ」「投げる」) の低下傾向につい
て幼児期の基本的な運動能力の低下に原因があるとして、幼児期における運動指針を通知
した。平成 19 年度から 21 年度に「体力向上の基礎を培うための幼児期における実践活動
の在り方に関する調査研究」において、幼児期に基本的な運動能力を獲得しておくことが
望ましいとしている。基本的な動き、生活習慣及び運動習慣を身に付けるための効果的な
取組などについての実践研究が行われた。その成果を踏まえ、「幼児期運動指針策定委員
                                                   
1 国際人間科学部国際学科 
2 鈴鹿大学大学院国際学研究科国際社会専攻 2 年 
3 鈴鹿大学大学院国際学研究科修士課程修了  
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会」が設置され、幼児期における運動の在り方についての指針の策定作業が行われ、「幼
児期運動指針」が取りまとめられた。この指針では、幼児を取り巻く社会の現状と課題に
ついて、「幼児にとって体を動かして遊ぶ機会が減少することは、その後の児童期、青年
期への運動やスポーツに親しむ資質や能力の育成の阻害に止まらず、意欲や気力の減弱、
対人関係などコミュニケーションをうまく構築できないなど、子どもの心の発達にも重大
な影響を及ぼすことにもなりかねない」１）と示されている。さらに、幼児期における運動
の意義として、「幼児は心身全体を働かせて様々な活動を行うので、心身の様々な側面の
発達にとって必要な経験が相互に関連し合い積み重ねられていく。このため、幼児期にお
いて、遊びを中心とする身体活動を十分に行うことは、多様な動きを身に付けるだけでな
く、心肺機能や骨形成にも寄与するなど、生涯にわたって健康を維持したり、何事にも積
極的に取り組む意欲を育んだりするなど、豊かな人生を送るための基盤づくりとなること
から、体力・運動能力の向上、健康的な体の育成、意欲的な心の育成、社会適応力の発達、
認知的能力の発達が期待できる」１）とされている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、2 歳前後からの乗車が可能とされる「ランニングバイク」に着目した。石
川,榊原,杉山他（2018）らは「ランニングバイクとは、2 歳くらいから乗ることができる
二輪の乗り物であり、ペダルはなく、足で蹴りバランスを取りながら前進する。曲がると
きには、自然な体重移動によってバランスを取りながら曲がる。これらのことから、ラン
ニングバイクは、不安定さを子ども自身の技術でコントロールすることで、バランス機能
やその他の運動機能の向上につながる。」２）としている。さらに、世界で 200 万台以上を
販売されているランニングバイクメーカーのストライダーによると、バランス感覚や反射
神経の向上、集中力の高まりなどの効果も期待されるとしている。また、鈴木(2017)は「幼
児期における運動遊びは、遊び込めるというプロセスが生まれ深まることによって、「丈
夫な心、賢いからだ：a resilient mind and inquisitive body」が育まれることが考察さ
れた。そして、それは領域健康のねらいとしての「しなやかな体と心」を示すものであり、
運動遊びの心理社会的効果として認められる。」３）としている。このようにランニングバ
イクは、身体的機能の向上と心理社会的要因の向上に寄与すると考えられる。  
そこで、本研究では、幼児期に体を動かして遊ぶ機会の必要性や幼児期における運動の
意義など、体力・運動能力の向上、健康的な体の育成、意欲的な心の育成、社会適応力の
発達、認知的能力の発達などとの関係性を明らかにするために、ランニングバイクの乗車
が幼児に与える心理社会的要因を調査し、考察を試みた。その結果、ランニングバイクの
乗車によって幼児が得られる心理社会的効果が導かれ、幼児期の運動遊びとしてのランニ
ングバイク乗車が有効適正かを検討した。これにより、幼児期の運動遊びとしてのランニ
ングバイクの効果が確認され、効果的なランニングバイクの指導を検討する上で役に立つ
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ものと考えられる。さらに、ランニングバイクを普及させる意義を確認するために企図し
た。 
 
３．研究の方法 
3.1 はじめてのランニングバイク教室の概要 
本調査対象である「はじめてのランニングバイク教室」は、三重県三重郡川越町の川越
自動車学校で開催された「第 2 回三重県ランニングバイクタイムトライアル」の事業の一
部である。本教室では、40 分間で構成された内容により 5 回開催され、2 歳から 6 歳の 112
名が参加した。また、各回の開催前には、参加する子どもの保護者に対して、終了後のア
ンケート調査は、ランニングバイクに関する研究に利用されることが説明された。教室参
加に必要とされるランニングバイクやヘルメットは、主催者の特定非営利活動法人三重県
生涯スポーツ協会において無償の貸出が行われた。教室では、ランニングバイクのハンド
ルやシートの調整方法、ヘルメットの着用について説明され、体幹やバランスのトレーニ
ングを取り入れたウォーミングアップ、直線の走行練習、ストップの練習、カーブ走行の
練習、S 字コースの走行練習などが行われた。 
 
3.2 研究の方法 
本研究は、ランニングバイクや幼児の心理社会的効果に関連する先行文献研究、アンケ
ート及びアンケート結果の考察によって行われた。 
 
3.3 アンケートの対象 
本調査は、平成 30 年 6 月 24 日に川越自動車学校で実施された「はじめてのランニング
バイク教室」に参加し、保護者から研究についてのインフォームドコンセントが得られた
2 歳～6 歳の計 112 名が対象とされた。112 名は、男子 55 名、女子 48 名、平均年齢は、3.6
±1.14 歳であった。アンケートは、教室に参加している子どもの様子を見ながら保護者が
回答した。 
 
3.4 アンケートの内容 
3.4.1 基本情報調査 
基本的情報として「年齢」「性別」をたずねた。次に「ランニングバイクの経験」つい
て、「1 今回がはじめて」「2 過去に 5 回以内」「3 過去に 6～10 回程度」「4 月に 1 回～
3 回」「5 週に 1～2 回」「6 週に 3～7 回以上」の 6 段階で回答を求めた。次に「現在の習
い事」について、「水泳」「英語」「器械体操」「新体操」「リトミック」「サッカー」
「野球」「演劇」「絵画」「書道」「ピアノ」「学習塾」「その他」のうち当てはまるも
のすべてに回答を求めた。次に「運動への意識」について「1 運動がとても苦手」「2 運動
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がやや苦手」「3 普通」「4 運動は好き」「5 運動がとても好き」の 5 段階で回答を求めた。 
 
 
 
3.4.2 ランニングバイク教室に参加している子どもの状況に関する調査 
ランニングバイク教室に参加している子どもの状況に関する調査内容は、「指導者や仲
間（参加者）からのアドバイスが取り入れられていた」「仲間（参加者）と目的を共有し
一緒になって楽しめていた」「知らないことへの取組みや初対面の人との交流が楽しめて
質問内容 回答 回答数 割合 質問内容 回答 回答数 割合
2歳 21 20.39% 全く見られない 2 1.94%
3歳 32 31.07% あまり見られない 6 5.83%
4歳 18 17.48% たまに見られる 34 33.01%
5歳 31 30.10% よく見られる 50 48.54%
6歳 1 0.97% 大変よく見られる 11 10.68%
①男 55 53.40% 全く見られない 0 0.00%
②女 48 42.48% あまり見られない 8 7.77%
①今回がはじめて 65 63.11% たまに見られる 42 40.78%
②過去に5回以内 11 10.68% よく見られる 38 36.89%
③過去に6～10回程度 6 5.83% 大変よく見られる 15 14.56%
④月に1回～3回 11 10.68% 全く見られない 0 0.00%
⑤週に1～2回　 8 7.77% あまり見られない 8 7.77%
⑥週に3～7回以上 2 1.94% たまに見られる 45 43.69%
①水泳 19 18.45% よく見られる 41 39.81%
②英語 10 9.71% 大変よく見られる 9 8.74%
③器械体操 6 5.83% 全く見られない 0 0.00%
④新体操 4 3.88% あまり見られない 7 6.80%
⑤リトミック 3 2.91% たまに見られる 21 20.39%
⑥サッカー 3 2.91% よく見られる 49 47.57%
⑦野球 0 0.00% 大変よく見られる 26 25.24%
⑧演劇 0 0.00% 全く見られない 0 0.00%
⑨絵画 0 0.00% あまり見られない 9 8.74%
⑩書道 3 2.91% たまに見られる 29 28.16%
⑪ピアノ 15 14.56% よく見られる 56 54.37%
⑫学習塾 4 3.88% 大変よく見られる 9 8.74%
⑬その他 6 5.83% 全く見られない 0 0.00%
①② 3 2.91% あまり見られない 10 9.71%
①⑪ 3 2.91% たまに見られる 35 33.98%
①③ 2 1.94% よく見られる 47 45.63%
①⑬ 6 5.83% 大変よく見られる 11 10.68%
②⑪ 2 1.94% 全く見られない 0 0.00%
⑩⑬ 1 0.97% あまり見られない 20 19.42%
①⑥⑬ 1 0.97% たまに見られる 46 44.66%
②⑥⑪ 2 1.94% よく見られる 31 30.10%
②⑤⑪⑬ 2 1.94% 大変よく見られる 6 5.83%
①②⑩⑪ 1 0.97% 全く見られない 0 0.00%
①運動がとても苦手 6 5.83% あまり見られない 13 12.62%
②運動がやや苦手 22 21.36% たまに見られる 51 49.51%
③普通 29 28.16% よく見られる 34 33.01%
④運動は好き 31 30.10% 大変よく見られる 5 4.85%
⑤運動がとても好き 15 14.56% 全く見られない 7 6.80%
あまり見られない 30 29.13%
たまに見られる 33 32.04%
よく見られる 26 25.24%
大変よく見られる 5 4.85%
無回答 2 1.94%
全く見られない 1 0.97%
あまり見られない 9 8.74%
たまに見られる 29 28.16%
よく見られる 53 51.46%
大変よく見られる 11 10.68%
全く見られない 10 9.71%
あまり見られない 26 25.24%
たまに見られる 29 28.16%
よく見られる 34 33.01%
大変よく見られる 4 3.88%
表1　参加者の基本情報調査に関する回答 表2　心理社会的効果に関する質問の回答
Q12.自分なりにアイデ
アを考え、工夫して行
動ができていた。
Q13.同じ失敗を繰り返
さないように意識して
行動ができていた。
Q14.他者と競うことや
勝敗について楽しめて
いた。
Q15.決められたルール
やマナーが守れてい
た。
Q16.他者を応援したり
教えたり褒めたりでき
ていた。
Q4.習い事
（複数回答可）
Q6.指導者や仲間（参
加者）からのアドバイ
スが取り入れられてい
た。
Q7.仲間（参加者）と
目的を共有し一緒に
なって楽しめていた。
Q8.知らないことへの
取組みや初対面の人と
の交流が楽しめてい
た。
Q9.表情や身体に楽し
めている雰囲気が溢れ
ていた。
Q10.自分なりに納得す
るまで続けられてい
た。
Q11.自分の役割を理解
し行動ができていた。
Q1.年齢
Q2.性別
Q3.ランニングバイク
の経験年数
（複数の習い事の組合
せ）
Q5.運動への意識
番号 項目（質問内容）
主体性 ⑥指導者や仲間（参加者）からのアドバイスが取り入れられていた。
⑩自分なりに納得するまで続けられていた。
⑪自分の役割を理解し行動ができていた。
社交性 ⑦仲間（参加者）と目的を共有し一緒になって楽しめていた。
⑧知らないことへの取組みや初対面の人との交流が楽しめていた。
受容性 ⑨表情や身体に楽しめている雰囲気が溢れていた。
創造性 ⑫自分なりにアイデアを考え、工夫して行動ができていた。
⑬同じ失敗を繰り返さないように意識して行動ができていた。
対抗性 ⑭他者と競うことや勝敗について楽しめていた。
規律性 ⑮決められたルールやマナーが守れていた。
表3　クラスター分析による分類及び用語の設定
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いた」「表情や身体に楽しめている雰囲気が溢れていた」「自分なりに納得するまで続け
られていた」「自分の役割を理解し行動ができていた」「自分なりにアイデアを考え,工夫
して行動ができていた」「同じ失敗を繰り返さないように意識して行動ができていた」「他
者と競うことや勝敗について楽しめていた」「決められたルールやマナーが守れていた」
「他者を応援したり教えたり褒めたりできていた」の 11 項目であった。これらの項目につ
いて、保護者の視点から「1 全く見られない」「2 あまり見られない」「3 たまに見られる」
「4 よく見られる」「5 大変よく見られる」の 5 段階で評定するように求めた。 
 
４．結果と考察 
4.1 結果 
 アンケートは、はじめてのランニングバイク教室に参加された 112 名の内、103 名から
回答を得た。表 1 は、参加者の基本情報調査に関する回答であり、表 2 は、心理社会的効
果に関する質問の回答である。結果をもとにアンケートの質問内容に関するクラスター分
析が行われ、ランニングバイクの乗車が幼児に与える心理社会的効果について検証した。 
  
4.2 心理社会的効果に関する分類 
 心理社会的効果に関する質問内容について、クラスター分析（ward 法）によって分類し
た。その結果、6 つのクラスターに分類された。しかし、「他者を応援したり教えたり褒め
たりできていた」という項目の内容が、他の項目と異なる内容であったので、解釈可能性
から削除し、再度分析を行った。その結果、6 つのクラスターに分類され、まとまりも良
かったことからこの結果を採用した。また、分類された項目には、筆者が適切と考えられ
る名称をつけた(表 3)。 
 
4.3 結果の検証 
4.3.1 「ランニングバイクの経験」と 6 要素の関係についての検証 
「ランニングバイクの経験」と「ランニングバイク乗車の心理社会的効果」の関係を調
べるために相関係数をもとめた(表 4)。その結果、ランニングバイクの経験が多いほど、
受容性と対抗性の評定が高かった。 
 
 
 
 
 
主体性 社交性 受容性 創造性 対抗性 規律性
経験 .187 .168 .303** .183 .225* .033
注）*p<.05 **p<.01
表4　ランニングバイクの経験と6要素の相関係数
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4.3.2 「年齢」と 6 要素の関係についての検証 
 「年齢」と「ランニングバイク乗車の心理社会的効果」の関係を調べるために相関係数
をもとめた(表 5)。その結果、年齢が高いほど、主体性、受容性、創造性、対抗性の評定が
高かった。 
 
 
 
 
4.3.3 「運動への意識」と 6 要素の関係についての検証 
「運動への意識」と「ランニングバイク乗車の心理社会的効果」の関係を調べるために
相関係数をもとめた(表 6)。その結果、運動への意識が高いほど、主体性、社交性、受容
性、創造性、対抗性の評定が高かった。また、運動への意識と「規律性」には、有意な相
関関係はみられなかった。参加者の「運動への意識」の平均値は、3.30±1.10 であった。 
 
 
 
4.3.4 「習い事」と 6 要素の関係についての検証 
「習い事」の違いによる「ランニングバイク乗車の心理社会的効果」の影響を検討した。
「水泳」をしている人としていない人で群分けをし、6 要素について t 検討により比較し
た（表 7）。その結果、社交性、創造性、対抗性において有意な差がみられ、「水泳」をし
ている人の方がしていない人よりも、社交性、創造性、対抗性の評定が高かった。次に、
「器械体操」「新体操」「リトミック」を「体操」の一群とし、「体操」をしている人と
していない人で群分けをし、6 要素について t 検討により比較した（表 8）。その結果、社
交性において有意な差がみられ、「体操」をしている人の方がしていない人よりも、社交
性の評定が高かった。次に「英語」「書道」「ピアノ」「学習塾」を「教育」の一群とし、
「教育」をしている人としていない人で群分けをし、6 要素について t 検討により比較し
た（表 9）。その結果、主体性、受容性、創造性、対抗性、規律性において有意な差がみら
れ、「教育」をしている人の方がしていない人よりも、主体性、受容性、創造性、対抗性、
規律性の評定が高かった。次に、「サッカー」「野球」を「スポーツ」の一群として、同
様の検証を試みたが、有意な差がみられず、「スポーツ」をしている人としていない人と
の評定に差があるとはいえない結果であった。これは、「スポーツ」をしている人の人数
主体性 社交性 受容性 創造性 対抗性 規律性
年齢 .288** .200* .284** .233* .453** .149
注）*p<.05 **p<.01
表5　年齢と6要素の相関係数
主体性 社交性 受容性 創造性 対抗性 規律性
運動への意識 .236* .286** .258** .401** .338** .107
注）*p<.05 **p<.01
表6　運動への意識と6要素の相関係数
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が、3 名と少数であることから検定ができないと推測した。 
 
 
 
4.3.5 評定が高い要素についての検証 
 最も効果がみられた要素について分散分析(被験者内比較)を行い検討した（表 10）。そ
の結果、分散分析は有意であった(F(3.88，387.93)=31.631,p<.01)ので多重比較を行った。
平均値ならびに多重比較の結果では、対抗性と創造性、社交性の間に有意な差があった。
また、規律性と受容性に有意な差があったのに対し、社交性、主体性、規律性には有意差
はなかった。それによって、対抗性(2.92)＜(創造性(3.27)＜社交性(3.53)・主体性(3.60)・
規律性(3.61)＜受容性(3.89)といえる。 
 
 
 
５．結論 
本研究では、幼児を対象に、「ランニングバイクの経験」と「ランニングバイク乗車に
おける心理社会的効果」の関係が調査、考察された。その結果、幼児のランニングバイク
の経験は、受容性に影響を与えることが示唆された。これは、指導者から伝えられた内容
を変化や抵抗をせずに、その過程や状況を理解しようという行動がなされているといえる。
つまり、幼児は、ランニングバイクに対して興味を抱き、もっと取り組みたいという心理
状態であると考えられる。幼児期の運動が、その後の身体的、精神的、社会的な成長に影
水泳していない 水泳している t値 体操していない 体操している t値
平均値 3.61 3.64 平均値 3.56 3.90
SD .71 .61 SD .70 .58
平均値 3.47 3.79 平均値 3.47 4.01
SD .65 .64 SD .67 .32
平均値 3.91 4.00 平均値 3.92 3.85
SD .82 .88 SD .85 .90
平均値 3.19 3.56 平均値 3.29 3.08
SD .67 .81 SD .74 .57
平均値 2.80 3.38 平均値 2.97 2.62
SD .98 .97 SD .11 .65
平均値 3.65 3.50 平均値 3.59 3.85
SD .82 .83 SD .85 .69
注）*p<.05 **p<.01 注）*p<.05 **p<.01
表7　水泳をしている群としていない群の6要素の差
主体性
社交性
受容性
表8　体操をしている群としていない群の6要素の差
主体性
社交性
受容性
創造性
.79
1.66
創造性
対抗性
規律性
対抗性
規律性
.20
2.09*
.46
2.30*
2.50
*
3.00*
.23
.99
1.16
1.05
教育していない 教育している t値 主体性 社交性 受容性 創造性 対抗性 規律性 F値
平均値 3.49 4.05 平均値 3.60 3.53 3.89 3.27 2.92 3.61
SD .70 .42 SD .68 .67 .85 .73 1.01 .84
平均値 3.53 3.58 注）*p<.05 **p<.01
SD .69 .59
平均値 3.86 4.15
SD .90 .59
平均値 3.17 3.63
SD .67 .83
平均値 2.72 3.75
SD .95 .85
平均値 3.54 3.95
SD .87 .51
注）*p<.05 **p<.01
2.57*
4.44
*
2.00**
創造性
対抗性
規律性
表9　教育をしている群としていない群の6要素の差
主体性
社交性
受容性
3.34
**
.27
1.39
*
表10　6要素の平均値の比較
31.63
**
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響すると考えられる中で幼児に運動の興味を抱かせる機会が作られることは非常に重要で
ある。その機会を作れるランニングバイクは、期待される運動効果も踏まえ、幼児期の導
入スポーツとして、有効である可能性が示唆された。 
 
６．今後の研究 
本研究は、ランニングバイクを対象とした幼児の運動における心理社会的効果に関する
研究であった。今後は、他のスポーツを対象とした同様の調査、研究が求められる。それ
により、スポーツ種目の違いによる幼児の心理社会的効果の違いについて考察を試みたい。 
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Study of the Psychosocial Effect on Infants Taking Part 
in a Running Bike Workshop for the First Time 
 
Shohei TAKEDA , Keisuke HASHIKAWA 
Rika TANAKA , Tatsuyuki ICHIYANAGI ,Tomohiro ATARASHI 
 
Abstract 
According to the “Physical Exercise Policy during Infancy” announced by the 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, a “decrease in the 
opportunities for infants to use their body, to play, may not only limit their talent, and 
the ability to engage, in physical activities and sports through their childhood and 
adolescence, but also severely affect their mental development, which can be 
manifested as diminished willingness and vigor, lack of ability to communicate with 
people, etc.”  In other words, physical activities during infancy are not only crucial for 
children’s physical development but also for their psychosocial development.  
In view of the above, this study focuses on running bikes, which toddlers around age 
two can start to ride, and examines and discusses the psychosocial impact of the riding 
experiences on the infants. 
The result of the survey suggested there is an effect of the riding experience on the 
infants’ receptivity. From the above observation, the study concludes that  the ability 
of running-bike-riding to stir an infants’ interest in physical activities, together with 
the exercising effect it can achieve, may make the activity one of the most ideal 
introductory sports during infancy. 
 
Keyword 
Running bike, Physical Exercise Policy during Infancy, Psychosocial Effect on Infants 
Taking Part, Athletic play, strider 
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